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教  授 井出 吉信 成長・加齢・歯牙喪失に伴う顎骨の構造変化の解析 
－μ CTによる立体構築と解析－（Ａ 97-0010-2） 
助 教 授 阿部 伸一 環境変化が摂食・嚥下関連筋群の筋線維特性に与える影響（Ａ03-0010-1） 
講  師 上松 博子 乳歯象牙質の特異性に関する観察（Ａ04-0010-1） 
 坂  英樹 乳歯歯根吸収に関する形態学的研究（Ａ91-0010-6） 
 原  俊浩 下顎骨の力学的性質とその組織学的構造（Ａ94-0010-2） 
助  手 御手洗 智 ヒト骨膜の微細血管構築に関する研究（Ａ96-0010-3） 
 﨑山 浩司 筋線維形成過程における筋収縮蛋白と接着蛋白の発現に関する研究 
（Ａ01-0010-3） 
研究助手 市川  淳 小児側頭骨内部構造の極微小焦点Ｘ線CT装置による観察（Ａ01-0010-2） 
大学院生 井若 芳郎 極微小焦点X線CT装置による歯牙内部構造の観察（Ａ02-0010-4） 
 塩崎 一成 ヒト胸鎖乳突筋，僧帽筋に分布する副神経について（Ａ02-0010-1） 
 前島 昌世 マウス舌筋における筋線維特性の変化（Ａ02-0010-2） 
 高田 英記 下顎智歯部周囲内部構造の極微小焦点X線CT装置による観察（Ａ02-0010-3）
 栁澤 伸彰 実験的舌癌発症マウスの病巣周囲筋線維特性の変化（Ａ03-0010-2） 
 松永  智 マイクロCTを用いた骨口蓋内部構造の三次元的観察（Ａ04-0010-4) 
 津守 伸明 上咽頭収縮筋の解剖学的観察（Ａ04-0010-3） 
 大久保宏治 マウス顎二腹筋の筋線維特性（Ａ04-0010-2） 
 杉崎 正規 マイクロCTによる有歯顎・無歯学下顎頭内部構造の三次元的観察 
（Ａ05-0010-1） 
 鈴木 祐輔 マイクロCTによるデンタルインプラント周囲の顎骨再建に関する研究 
（Ａ04-0010-5） 
 本田 敦郎 mdxマウス咬筋の筋線維特性（Ａ05-0010-2） 
専 攻 生 吉井 正俊 乳歯象牙質の特異性に関する観察（Ａ04-0010-1） 
 李  元衡 環境変化が摂食・嚥下関連筋群の筋線維特性に与える影響（Ａ03-0010-1） 
 鈴木 一成 環境変化が摂食・嚥下関連筋群の筋線維特性に与える影響（Ａ03-0010-1） 
 平出百合子 下顎骨の力学的性質とその組織学的構造（Ａ94-0010-2） 
 添島 正和 乳歯象牙質の特異性に関する観察（Ａ04-0010-1） 
 大西 正治 下顎骨の力学的性質とその組織学的構造（Ａ94-0010-2） 
 野並 幹三 ヒト骨膜の微細血管構築に関する研究（Ａ96-0010-3） 
 白倉 由貴 成長・加齢・歯牙喪失に伴う顎骨の構造変化の解析 
－μ CTによる立体構築と解析－（Ａ 97-0010-2） 














Int Endod J 37(1), 46～51, 2004. 
 
  2）歯の喪失に伴う顎骨の構造変化（Ａ97-0010-2） 





  3）摂食・嚥下関連筋群の筋線維特性の解析（Ａ01-0010-3，Ａ02-0010-2，Ａ03-0010-1，Ａ03-0010-2，    
Ａ04-0010-2，Ａ05-0010-2） 





Int Congr Ser 1270, 105～110, 2004. 
Arch Oral Biol 50(1), 65～71, 2005. 
 
3．科学研究費補助金・各種補助金 
研究代表者 研究課題 研究費 
井出 吉信 解剖学実習における客観的評価の確立 高等教育研究改革推進経費 












シンポジスト 年月日 講演演題 学会・研究会名 開催地 
阿部 伸一 2004. 4.12 Cortical Regulation during the 
Early Stage of Initiation of 
Voluntary Swallowing 
15th World Congress of 
the International 




阿部 伸一 2004. 8.23 Museum of Tokyo Dental College: 
The specimens displayed for 
education of students of our 
college and co-medical students 
16th International 
Congress of the IFAA 
Kyoto 
原  俊浩 2004. 8.25 Morphological and Mechanical 
Properties of Oral Tissues 
Observed by Micro-CT System 
16th International 
Congress of the IFAA  
Kyoto 
阿部 伸一 2004.11. 3 解剖学からみた舌の構造と機能 
－咀嚼・嚥下機能における舌の役割－ 
第3回MFT研究会 東京 







講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 








氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 















     
氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 















井出 吉信 2004. 7.23 平成16年度教育ワークショップ 顧問 千葉市 
上松 博子 2004. 7.23 平成16年度教育ワークショップ 委員 千葉市 
 
教育講演等 
講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 





井出 吉信 2004. 5.15 顎顔面、インプラントのための
口腔解剖 
九州インプラント研究会 熊本市 
井出 吉信 2004. 5.16 顎関節の臨床解剖学と機能 Global Dental System 
Advance Course 
大阪市 





井出 吉信 2004. 6.19 歯の健康 武蔵野市市民公開講座 東京 





井出 吉信 2004. 7.11 矯正治療のための解剖学 バイオプログレッシブ
スタディクラブ 
千葉市 
井出 吉信 2004. 7.31 顎関節症を理解するための解剖学 北足立歯科医師会 鴻巣市 










井出 吉信 2004. 9.26 総義歯と解剖学 平成16年度日本顎咬合
学会認定医教育研修会 
東京 
井出 吉信 2004.10. 5 摂食・嚥下を理解するための解剖学 千葉市歯科医師会講演会 千葉市 




井出 吉信 2004.10.23 変わりゆく歯学教育と卒後研修 東京歯科大学神奈川県
支部同窓会 
千葉市 
     
講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 




井出 吉信 2005. 1.22 摂食・嚥下に関する解剖学的考察 老人歯科保健対策推進
室員研修会 
大阪市 
井出 吉信 2005. 1.29 臨床に役立つ口腔解剖 大阪支部学術講演会 大阪市 















阿部 伸一 2004. 7. 2 解剖学からみた咀嚼・嚥下機能 エルメッドエーザイ 
株式会社 
東京 
阿部 伸一 2004. 7.11 矯正治療のための解剖学 バイオプログレッシブ
スタディクラブ 
千葉市 





阿部 伸一 2004. 8. 8 摂食・嚥下障害解明へ向けて 東京歯科大学解剖学教室
OB会学術研修会 
東京 
阿部 伸一 2004. 9. 5 無歯顎治療に必要な機能解明 PTDCセミナー 千葉市 
阿部 伸一 2004.11. 7 歯科臨床にとって重要な機能解剖学 静岡県臨床スタディ 
クラブ・学遊会 
千葉市 
阿部 伸一 2004.12. 1 Specific characteristics of the 
jaw bone and structural changes in 
the TMJ after tooth loss 
Current Topics in 
Dentistry 2004.  
Tokyo Dental College 
and Yonsei University 
College of Dentistry 
Chiba 





阿部 伸一 2005. 2. 6 総義歯治療に不可欠な機能解剖 GC 基本総義歯治療  
セミナー 
名古屋市 











氏 名 年月日 種  別 役  割 開催地 
井出 吉信 2005. 2 .9 平成16年度第4学年ＣＢＴ 運営委員 千葉市 
井出 吉信 2005. 2.27 平成16年度第4学年ＯＳＣＥ 副運営委員長 千葉市 




論      文 
 
 1. Oi,T., Saka,H., Ide,Y. : Three-dimensional observation of pulp cavities in the maxillary first premolar tooth , Int 
Endod J 37(1), 46～51, 2004. 原著 平成 15 年度分,A-99-0010-2,学位論文 分析生研 
 
2. Takahashi,M.(1), Watanabe,Y.(2), Haraguchi,T.(2), Yamane,G.(2), Abe,S., Sakiyama,K., Hiraide,Y., Lee,W.H., Ide,Y., 
Ishikawa,T.(3) : Neuromagnetic analysis of the late phase of the readiness field for precise hand movements using 
magnetoencephalography, Bull Tokyo Dent Coll 45(1), 9～17, 2004. 原著 平成 15 年度分 脳科学研 (1)市病・   
整外科,(2)市病・オーラルメディシン,(3)保存 III 
 
 3. Watanabe,Y.(1), Abe,S., Ishikawa,T.(2), Yamada,Y.(3), Yamane,G.(1) : Cortical regulation during the early stage of 
initiation of voluntary swallowing in humans, Dysphagia 19(2), 100～108, 2004. 原著 脳科学研 (1)市病・オーラルメ
ディシン,(2)保存 III,(3)脳科学研究施設 
 
 4. 御手洗 智, 上松博子, 阿部伸一, 河田英司(1), 井出吉信 : 解剖学の自己学習に必要な視聴覚教材, 情報教育
方法研究 7(1), 26～30, 2004. 原著 (1)理工 
 
 5. Shida,T., Abe,S., Sakiyama,K., Agematsu,H., Mitarashi,S., Tamatsu,Y.(1), Ide,Y. : Superficial and deep layer 
muscle-fiber properties of the mouse masseter before and after weaning, Arch Oral Biol 50(1), 65～71, 2005. 原
著 A-03-0010-1 細形研 実動施設 (1)鹿大・大学院・歯科応用解剖学分野 
 
 6. Ogata,S.(1), Tamatsu,Y.(2), Mine,K.(2), Abe,S., Shimada,K.(2) : Morphological studies on the mandibular condyle of the 
Japanese monkey, Macaca fuscata: 3-D observations and quantitative analysis using micro-CT, Bull Sch Health 
Sci Kagoshima Univ 15(1), 21～28, 2005. 原著 (1)鹿大・医・保健学科・臨床看護学,(2)鹿大・大学院・歯科応用解剖学 
分野 
 
解      説 
 
 1. 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 4.咀嚼
に役立つ筋を知ろう, デンタルハイジーン 24(4), 298～301, 2004. 
 
 2. 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 5.顎関
節を知ろう, デンタルハイジーン 24(5), 398～401, 2004. 
 
 3. 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 6.口腔
粘膜を知ろう, デンタルハイジーン 24(6), 498～501, 2004. 
 
 4. 井出吉信, 坂 英樹 : 人のフシギ・歯のフシギ 「食べる」を科学する, デンタルダイヤモンド 29(6), 136～137, 
2004. 
 
 5. 田崎雅和(1), 井出吉信, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 7.口腔の感覚を
知ろう, デンタルハイジーン 24(7), 606～609, 2004. (1)生理 
 
 6. 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 8.神経
の働きを知ろう, デンタルハイジーン 24(8), 706～709, 2004. 
  
 7. 市川 淳, 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!
－ 9.X 線写真から顎骨を知ろう, デンタルハイジーン 24(9), 810～813, 2004. 
 
 8. 御手洗 智, 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 10.歯根
の形態を知ろう, デンタルハイジーン 24(10), 914～917, 2004. 脳科学研 
 
 9. 阿部伸一, 上松博子, 井出吉信, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 11.嚥下
のメカニズムを知ろう, デンタルハイジーン 24(11), 1018～1021, 2004. 脳科学研 
 
10. 井出吉信, 阿部伸一, 上松博子, 御手洗 智 : 歯科衛生士のための解剖学 －患者さんに説明しよう!－ 12.摂




 1. 阿部伸一(a),(b),(c),(d),(e),(f),(g),(h),井出吉信(a),(b),(c),(d),(e),(f),(g),(h): 著分担 :チェアサイドで行う顎機能診査
のための基本機能解剖 (a)咀嚼筋群の解剖 11～22 頁,(b)舌骨上筋群の解剖 35～42 頁,(c)舌骨下筋群の解剖 
51～64 頁,(d)後頭部筋群の解剖 79～82 頁,(e)側頸部筋群の解剖 87～90 頁,(f)表情筋の機能 95～102 頁, 
(g)顎関節の解剖 109～122 頁,(h)靭帯の解剖 147～148 頁, 医歯薬出版, 東京, 2004. 
 
 2. 阿部伸一(a),井出吉信(a): 著分担 :クリニカル・クラスプデンチャー (a)検査に必要な顎口腔系の解剖 8～19 頁, 




 1. Abe,S., Watanabe,Y.(1), Shintani,M.(2), Yamane,G.(1), Ide,Y., Shimono,M.(3), Ishikawa,T.(4) : Cortical regulation during 
the early stage of initiation of voluntary swallowing, Int Congr Ser 1270, 105～110, 2004.(15th World Congress of 
the International Society for Brain Electromagnetic Topography, Urayasu) 脳科学研 (1)市病・オーラルメディシン,(2)脳科学研
究施設,(3)病理,(4)保存 III 
 
 2. Watanabe,Y.(1), Yamane,G.(1), Abe,S., Takahashi,M.(2), Ishikawa,T.(3) : Neuromagnetic analysis of the late phase of 
readiness field for hand precision movement using magnetoencephalography, Int Congr Ser 1270, 192～196, 





 1. 阿部伸一 : 嚥下って?, エルメッドエーザイ株式会社ホームページ, 2004.  
http://www.emec.co.jp/enge/enge/index.html 
 
 2. 阿部伸一 : 胸鎖乳突筋の機能, 医事新報(4193), 97～99, 2004. 
 
 3. 井出吉信 : 最近の新しい歯学教育 －統合型講義－, デンタルマガジン 112, 74～76, 2004. 
 
 4. 阿部伸一, 菅野博康(1), 平場勝成(2), 山影俊一(1) : 顎口腔系の機能障害を解剖学的、生理学的見地から考える
(前編), Quintessence 23(9), 33～52, 2004. (1)宮城県,(2)愛知学院大・歯・生理 
  
 5. 阿部伸一, 菅野博康(1), 平場勝成(2), 山影俊一(1) : 顎口腔系の機能障害を解剖学的、生理学的見地から考える
(後編), Quintessence 23(10), 37～51, 2004. (1)宮城県,(2)愛知学院大・歯・生理 
 
 6. 阿部伸一 : 東京歯科大学の標本室 －教育のために展示された標本－, 形態科学 8, 59～60, 2004. 
 
 7. 井出吉信, 阿部伸一, 渡邊 裕(1), 阿部二郎(2) : デンチャーが上手くなりたい早く名医と呼ばれたい－解剖学的 




 1. 吉井正俊, 﨑山浩司, 大久保宏冶, 上松博子, 阿部伸一, 井出吉信 : 顎二腹筋前腹と胸骨舌骨筋の筋線維特
性について, 歯科学報 104(3), 68, 2004.(第 277 回 東京歯科大学学会例会, 千葉市) A-03‐0010‐1 脳科学研 細形研,
細生研 実動施設 
 
 2. 塩崎秀弥(1), 一戸達也(1), 金子 譲(1), 阿部伸一, 井出吉信 : 蝶下顎靭帯の解剖学的観察, 日歯麻会誌 32(4), 
543, 2004.(第 32 回日本歯科麻酔学会総会・学術講演会, 富山市) 脳科学研 (1)歯麻 
 
 3. 松永 智, 市川 淳, 原 俊浩, 井出吉信 : マイクロ CT を用いた骨口蓋内部構造の三次元的観察, 日骨形態計
測会誌 14(2), 61, 2004.(第 24 回日本骨形態計測学会, 高松市) A-04-0010-4 分析生研 
 
4. Abe,S., Watanabe,Y.(1), Shintani,M.(2), Satou,T.(3), Tazaki,M.(4), Matsukubo,T.(5), Yamane,G.(1),Ide,Y., Yamada,Y.(2), 
Shimono,M.(6), Ishikawa,T.(7) : Investigation of central control during voluntary deglutition, Bull Tokyo Dent Coll 
45(2), 112～113, 2004.(Workshop 2003 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) 脳科学研 (1)市病・  
オーラルメディシン,(2)脳科学研究施設,(3)補綴 II,(4)生理,(5)衛生,(6)病理,(7)保存 III 
 
5. Yajima,Y.(1), Takeda,E.(1), Tazaki,M.(2), Sakamoto,T.(3), Tazaki,Y.(2), Shibukawa,Y.(2), Bessho,H.(1), Sekine,H.(4), 
Abe,S., Inoue,T.(5), Katakura,A.(1), Satou,T.(6), Kakizawa,T.(7), Ide,Y. : The primary gustatory area in the human 
cerebral cortex examined by magnetoencephalography (MEG) : Defferences caused by gustatory qualities, 
stimulus densities, thermal stimulus in active location and variation of reaction time, Bull Tokyo Dent Coll 45(2),     
114～116, 2004.(Workshop 2003 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) 脳科学研 (1)口外 I,(2)生理,  
(3)矯正,(4)水病・口腔インプラント科,(5)臨検査,(6)補綴 II,(7)水病・口外科 
 
6. Mochizuki,K.(1), Kurosu,M.(2), Yakushiji,M.(2), Tazaki,M.(3), Shibukawa,Y.(3), Abe,S., Yamakura,D.(4), Sueishi,K.(5), 
Sakamoto,T.(5), Nakano,Y.(6) : Magnetoencephalographic analysis of the somatosensory area, during the growth 
and development of the human cerebral cortex, relevant to the intraoral presso receptor, Bull Tokyo Dent Coll 
45(2), 131～133, 2004.(Workshop 2003 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) 脳科学研 (1)水病・  
小児歯科,(2)小児歯,(3)生理,(4)補綴 III,(5)矯正,(6)口外 II 
 
7. Yoshinari,M.(1), Inoue,T.(2), Matsuzaka,K.(2), Abe,S., Miake,Y.(3), Shibahara,T.(4), Kato,T.(5), Hirayama,A.(6) : 
Development of smart biomaterials modified with salivary proteins, Bull Tokyo Dent Coll 45(2), 153～157, 
2004.(Workshop 2003 Oral Health Science Center Tokyo Dental College, Chiba) A-03-0010-1 細形研,細生研 実動施設  
(1)理工,(2)臨検査,(3)超微構造,(4)口外 I,(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
 8. 野本俊太郎(1), 市川 淳, 原 俊浩, 井出吉信, 佐藤 亨(1) : マイクロCT装置による上顎骨歯槽突起部の骨形態計
測学的研究, 歯科学報 104(3), 350, 2004.(第 277 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) 分析生研 (1)補綴 II 
  
 9. 松永 智, 市川 淳, 原 俊浩, 井出吉信 : マイクロ CT を用いた骨口蓋内部構造の三次元的観察, 歯科学報 
104(3), 351, 2004.(第 277 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A-04-0010-4 分析生研 
 
10. 渡邊 裕(1), 阿部伸一, 武田栄三(2), 矢島安朝(2), 井出吉信, 山田好秋(3), 山根源之(1) : 「飲みつらさ」とは－脳磁
図計による検討－, 第 10 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集, 178, 2004.  
(第 10 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会, 新潟市) 脳科学研 (1)市病・オーラルメディシン,(2)口外 I,(3)脳科
学研究施設 
 
11. 阿部伸一, 一戸達也(1), 田崎雅和(2), 久保周平(3), 石崎 憲(4), 渡邊 裕(5), 本橋佳子(6), 白鳥たかみ(7),石井拓男(8), 
井出吉信 : 歯科学生に対する PBL と実習を主体とした摂食・嚥下リハビリテーションカリキュラムの導入につい
て, 第 10 回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集, 203, 2004.(第 10 回日本摂食・  
嚥下リハビリテーション学会学術大会, 新潟市) A-03‐0010‐1 (1)歯麻,(2)生理,(3)小児歯,(4)補綴 I,(5)市病・オーラルメディシ
ン,(6)口外 II,(7)東歯大・衛校,(8)社会歯 
 
12. Hara,T., Takada,H., Ichikawa,J., Ide,Y. : Morphological and Mechanical Properties of Oral Tissues Observed by 
Micro-CT System, Anat Sci Int 79(Suppl), 108, 2004.(16th International Congress of the IFAA and 109th Annual 
Meeting of Japanese Association of Anatomists, Kyoto) A-94-0010-2 分析生研 
 
13. Yanagisawa,N., Abe,S., Maejima,M., Ide,Y. : Tongue muscle fiber charasteristic of microphthlmic (mi/mi) mice, Anat 
Sci Int 79(Suppl), 241, 2004.(16th International Congress of the IFAA and 109th Annual Meeting of Japanese Association of 
Anatomists, Kyoto) A-03-0010-2 細形研,細生研 実動施設 
 
14. Sakiyama,K., Abe,S., Ohkubo,K., Tsumori,N., Ide,Y. : Effect of stretching stress on the muscle contraction proteins 
of skeletal muscle myoblasts, Anat Sci Int 79(Suppl), 246, 2004.(16th International Congress of the IFAA and 109th 
Annual Meeting of Japanese Association of Anatomists, Kyoto) A-01-0010-3 細形研,細生研 実動施設 
 
15. Ogata,S.(1), Tamatsu,Y.(2), Mine,K.(2), Abe,S., Shimada,K.(2) : Morphological studies on the mandibular condyle of the 
Japanese monkey, macaca fuscata yakui; 3-D observations and quantitative analysis using micro-CT, Anat Sci Int 
79(Suppl), 348, 2004.(16th International Congress of the IFAA and 109th Annual Meeting of Japanese Association of 
Anatomists, Kyoto) A-03-0010-1 (1)鹿大・医・保健学科・臨床看護学,(2)鹿大・大学院・歯科応用解剖学分野 
 
16. Ichikawa,J., Hara,T., Ide,Y. : Biomechanical Analysis of Cancellous Bone Surrounding The Dental Implant, Anat Sci 
Int 79(Suppl), 350, 2004.(16th International Congress of the IFAA and 109th Annual Meeting of Japanese Association of 
Anatomists, Kyoto) A-01-0010-2 分析生研 
 
17. Abe,S., Ide,Y. : Superficial and deep layer muscle-fiber properties of the mice masseter before and after weaning, 
Anat Sci Int 79(Suppl), 429, 2004.(16th International Congress of the IFAA and 109th Annual Meeting of Japanese 
Association of Anatomists, Kyoto) A-03-0010-1 細形研,細生研 実動施設 
 
18. 大久保宏冶, 阿部伸一, 﨑山浩司, 上松博子, 井出吉信 : マウス顎二腹筋の筋線維特性, 歯基礎医会誌 
46(5), 386, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 広島市) A-04-0010-2 細形研,細生研 実動施設 
 
19. 塩崎一成, 阿部伸一, 井出吉信, 柴原孝彦(1) : 日本人胸鎖乳突筋および僧帽筋に分布する副神経について,  




20. 大越林太郎(1), 太田一正(1), 﨑山浩司, 阿部伸一, 井出吉信, 木崎治俊(1) : マウス咬筋の発達過程における
AMP-activated protein kinase (AMPK) のアイソフォーム発現, 歯基礎医会誌 46(5), 417, 2004.(第 46 回歯科  
基礎医学会総会, 広島市) A-03‐0010‐1 細形研,細生研 実動施設 (1)生化学 
 
21. 阿部伸一, 﨑山浩司, 本田敦郎, 井出吉信 : mdx マウスの咬筋における筋収縮タンパクと AMPK の発現, 歯基礎
医会誌 46(5), 445, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会学術大会ならびに総会, 広島市) A-03‐0010‐1 細形研,細生研 実動
施設 
 
22. 杉崎正規, 松永 智, 市川 淳, 上松博子, 井出吉信 : マイクロ CT による成人下顎頭内部構造の三次元的観察, 
歯科学報 104(5), 526, 2004.(第 278 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-05-0010-1 分析生研 
 
23. 鈴木祐輔, 市川 淳, 御手洗 智, 井出吉信 : マイクロ CT による小児下顎頭内部構造の三次元的観察, 歯科 
学報 104(5), 527, 2004.(第 278 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-04-0010-5 分析生研 
 
24. 本田敦郎, 阿部伸一, 﨑山浩司, 渡邊弘樹(1), 栁澤孝彰(1), 井出吉信 : 筋ジストロフィーモデルマウス(mdx)咬筋
の筋線維特性について, 歯科学報 104(5), 532, 2004.(第 278 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) A-05-0010-2 細形
研,細生研 実動施設 (1)超微構造 
 
25. 津守伸明 : 上咽頭収縮筋の解剖学的観察, 日摂食嚥下リハ会誌 8(2), 198, 2004.(第 10 回日本摂食・嚥下リハビリ 
テーション学会, 新潟市) A-04-0010-3 細形研 
 
26. 栁澤伸彰, 阿部伸一, 前島昌世, 井出吉信 : 大理石骨病モデルマウスの舌筋の筋線維特性, 解剖誌 80(1),  
17～19, 2005.(日本解剖学会第 92 回関東支部学術集会, 栃木県下都賀郡) A-03‐0010‐2 細形研,細生研 実動施設 
 
27. 大久保宏冶, 阿部伸一, 﨑山浩司, 上松博子, 井出吉信 : マウス顎二腹筋の筋線維特性, 解剖誌 80(Suppl), 
154, 2005.(第 110 回日本解剖学会総会・全国学術集会, 富山市) A-04-0010-2 細形研,細生研 実動施設 
 
28. 松永 智, 市川 淳, 井出吉信 : マイクロ CT を用いた骨口蓋の三次元的観察, 解剖誌 80(Suppl), 154, 2005.  
(第 110 回日本解剖学会総会・全国学術集会, 富山市) A-04-0010-4 分析生研 
 
29. 阿部伸一, 本田敦郎, 井出吉信 : mdx マウス咬筋の成長期における筋線維特性の変化, 解剖誌 80(Suppl), 155, 
2005.(日本解剖学会第 110 回総会・全国学術集会, 富山市) A-03‐0010‐1 細形研,細生研 実動施設 
 
30. 塩崎秀弥(1), 阿部伸一, 津守伸明, 一戸達也(1), 井出吉信 : 蝶下顎靭帯の解剖学的観察, 解剖誌 80(Suppl), 
183, 2005.(日本解剖学会第 110 回総会・全国学術集会, 富山市) A-03‐0010‐1 (1)歯麻 
 
 





教  授 栁澤 孝彰 歯牙硬組織の脱灰と再石灰化（Ａ85-0020-1） 
助 教 授 澤田  隆 萌出と機能に伴う歯と歯周組織の超微構造的変化（Ａ79-0020-1） 
 見明 康雄 キシリトールによる唾液の再石灰化促進効果に関する研究（Ａ97-0020-2） 
講  師 森口美津子 象牙質および歯髄におけるプロテオグリカンについての免疫組織化学的研究 
（Ａ92-0020-2） 
 渡邊 弘樹 In situ hybridization法による骨芽細胞，線維芽細胞の細胞骨格 
（Ａ93-0020-1） 
大学院生 桑名  誠 In situ hybridization法による骨芽細胞，線維芽細胞の細胞骨格 
（Ａ93-0020-1） 
 荻原 正也  
 塩谷 宗大  













































広大・院・歯・歯科理工 広島市 岡崎 正之 
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  シンポジウム   
シンポジスト 年月日 演  題 学会名 開催地 
栁澤 孝彰 2004. 9.25 エナメル質齲蝕病巣の結晶形態学 第46回歯科基礎医学会 広島市 
 
 6．教育講演等教育に関する業績，活動 
  教育講演   
講演者 年月日 演  題 学会・研究会名 開催地 
柳澤 孝彰 2004. 4.15 再石灰化の促進による齲蝕の予防
（フッ素とキシリトールの相違） 
日本総合歯科協会 東京 
柳澤 孝彰 2004. 6.17 キシリトールと初期齲蝕 埼葛歯科医師会 
学術研究会 
春日部市 
栁澤 孝彰 2004. 7.10 再石灰化の促進による齲蝕の予防 
－フッ素とキシリトールの相違－ 
船橋東歯会学術講演会 船橋市 
栁澤 孝彰 2004. 7.22 Caries prevention by 
remineralization of the action of 
saliva and its enhancement with 
xylitol 











栁澤 孝彰 2004.11. 4 「キシリトール」について 
キシリトールのむし歯予防効果 
千葉市歯科医師会 千葉市 
栁澤 孝彰 2004.11.11 「健康は丈夫な歯から」～大切な歯
をむし歯から守るために～ 
高知県歯科医師会 高知市 














論      文 
 
 1. Moriguchi,M., Yamada,M.(1), Yanagisawa,T. : Immunocytochemistry of keratan sulfate proteoglycan and dermatan 
sulfate proteoglycan in porcine tooth-germ dentin, Anat Sci Int 79(3), 145～151, 2004. 原著 A-92-0020-2 細形




 1. Watanabe,H., Ishizuka,Y.(1), Ishioka,M.(1), Miki,Y.(2), Yanagisawa,T., Sasaki,J.(2) : Expression of SOD and NOS mRNA 
in osteoblasts in NOS KO mice, Anat Sci Int 79(Suppl), 355, 2004.(16th International Congress of the IFAA, Kyoto) 
A-93-0020-1 細形研 実動施設 (1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・医歯総合・細胞組織 
 
 2. Ishizuka,Y.(1), Watanabe,H., Ishioka,M.(1), Miki,Y.(2), Yanagisawa,T., Sasaki,J.(2) : Expression of SOD and NOS mRNA 
in dental pulp and odontoblasts NOS 1 KO mice, Anat Sci Int 79(Suppl), 363, 2004.(16th International Congress of 
the IFAA, Kyoto) 細形研 実動施設 (1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・医歯総合・細胞組織 
 
 3. Ishioka,M.(1), Watanabe,H., Ishizuka,Y.(1), Miki,Y.(2), Yanagisawa,T., Sasaki,J.(2) : Gingival expression of SOD and 
NOS mRNA in NOS 1 KO mice, Anat Sci Int 79(Suppl), 363, 2004.(16th International Congress of the IFAA, Kyoto)  
細形研 実動施設 (1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・医歯総合・細胞組織 
 
 4. 澤田 隆, 荻原正也, 塩谷宗大, 菅原 優, 栁澤孝彰 : サメ顎骨結合組織における弾性線維システムの構築,   
J Oral Biosci 46(5), 147, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会総会, 広島市) A-79-0020-1 細形研 
 
 5. 渡邊弘樹, 栁澤孝彰, 佐々木順造(1) : NOS KO mice の頭蓋骨骨芽細胞における Mn-SOD および各種 NOS 
mRNA の発現, J Oral Biosci 46(5), 152, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会総会, 広島市) A-93-0020-1 細形研 実動施設 
(1)岡山大・大学院・医歯総合・細胞組織 
 
 6. 森口美津子, 山田まりえ(1), 栁澤孝彰 : ラット臼歯の萌出における Fas と FasL の分布について, J Oral Biosci 46(5), 
162, 2004.(第 45 回歯科基礎医学会総会, 広島市) 細形研 (1)新潟医療福祉大・医療技術 
 
 7. Shimoda,S.(1), Miake,Y., Yanagisawa,T., Kawasaki,K.(1) : Effect of xylitol gum extracts onto precipitate of 
hydroxyapatite, JADR Program and Abstract of Papers, 93, 2004.(52nd Annual Meeting Japanese Association For 
Dental Research, Tokyo) (1)鶴見大・歯・口腔解剖Ⅰ 
 
8. 山内智博(1), 野間弘康(1), 柴原孝彦(1), 矢島安朝(1), 古谷義隆(1), 野村武史(1), 櫻井 薫(2),杉山哲也(2),石崎 憲(2), 
安藤友彦(2), 和光 衛(3), 見明康雄 : HA 薄膜インプラントの有用性(第 2 報), 第 8 回日本顎顔面インプラント学
会プログラム・抄録集, 27, 2004.(第 8 回日本顎顔面インプラント学会, 東京) (1)口外 I,(2)補綴 I,(3)歯放 
 
 9. 澤田 隆, 栁澤孝彰, 加藤木  健(1) : エナメル質―歯肉接合上皮の接着機構, 神奈川県歯科医師会 第 3 回  





10. 吉成正雄(1), 井上 孝(2), 松坂賢一(2), 阿部伸一(3), 見明康雄, 柴原孝彦(4), 加藤哲男(5), 平山明彦(6) : 唾液タン
パク質の吸着特性を制御した生体新素材の開発, 平成 16 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワーク   
ショッププログラムおよび抄録集, 31～33, 2005.(平成 16 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ,    
千葉市) (1)理工,(2)臨検査,(3)解剖,(4)口外 I,(5)微生物,(6)ＲＩ研 
 
11. 見明康雄, 栁澤孝彰, 片倉 朗(1), 水口 清(2), 内山健志(3) : 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持の  
解明, 平成 16 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 34～35, 
2005.(平成 16 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A11 保情研 (1)口外 I,(2)法歯,    
(3)口外 II 
 
12. 渡邊弘樹, 石塚洋一(1), 石岡みずき(1), 荻原正也, 塩谷宗大, 三木友香理(2), 栁澤孝彰, 佐々木順造(2) : NOS  
ノックアウトマウス頭蓋骨骨芽細胞における SOD 及び NOS mRNA の発現, 解剖誌 80(Suppl), 144, 2005.   
(第 110 回日本解剖学会総会, 富山市) A-93-0020-1 細形研 実動施設 (1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・医歯総合・  
細胞組織 
 
13. 石岡みずき(1), 渡邊弘樹, 石塚洋一(1), 塩谷宗大, 三木友香理(2), 栁澤孝彰, 佐々木順造(2) : n-NOS ノックアウト
マウス歯肉における SOD 及び NOS mRNA の発現, 解剖誌 80(Suppl), 165, 2005.(第 110 回日本解剖学会総会,  
富山市) 細形研 実動施設 (1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・医歯総合・細胞組織 
 
14. 石塚洋一(1), 渡邊弘樹, 石岡みずき(1), 塩谷宗大, 三木友香理(2), 栁澤孝彰, 佐々木順造(2) : NOS 1 KO mice 歯
髄、象牙芽細胞における Mn-SOD、 NOS mRNA 及びタンパクの発現, 解剖誌 80(Suppl), 165, 2005.(第 110 回
日本解剖学会総会, 富山市) 細形研 実動施設 (1)東歯大・学生,(2)岡山大・大学院・医歯総合・細胞組織 
 
15. 森口美津子, 山田まりえ(1), 栁澤孝彰, 菅原 優 : ラット臼歯の萌出におけるFas、FasL、TIMP-3の分布について, 
解剖誌 80(Suppl), 203, 2005.(第 110 回日本解剖学会総会, 富山市) 細形研 実動施設 (1)新潟医療福祉大・医療技術 
 
16. 塩谷宗大, 渡邊弘樹, 石塚洋一(1), 石岡みずき(1), 栁澤孝彰 : NOS KO マウスの顎下腺における Mn-SOD の  
発現, 解剖誌 80(Suppl), 241, 2005.(第 110 回日本解剖学会総会, 富山市) 細形研 実動施設 (1)東歯大・学生 
 
 





教  授 鈴木  隆 ハムスター顎下神経節細胞のシナプス電流とその発現機序について 
（Ａ84-0090-1） 
助 教 授 田﨑 雅和 口腔粘膜受容器の形態および機能に関する研究（Ａ79-0090-1） 
講  師 山本  哲 脳内活性に及ぼす加齢，運動機能障害，感覚機能障害および脳内代謝異常の影響
（Ａ97-0090-1） 
 遠藤 隆行 顎下神経節ニューロンのニューロペプチドによるカルシウムチャネルの調節作用
（Ａ97-0090-2） 
 澁川 義幸 象牙質形成細胞の生理学的研究（Ａ95-0090-2） 
大学院生 青木 良仁 脳幹孤束核細胞の生理機能について（Ａ04-0090-1） 









J Biol Chem 280(8), 6834～6839, 2005. 
 























Jpn J Physiol 54(2), 161～169, 2004. 
 





Auton Neurosci 111(1), 15～26, 2004. 
 
  5）脳幹孤束核におけるアデノシン３リン酸およびグルタミン酸の効果（Ａ04-0090-1） 




Neurosci Res 50(3), 245～255, 2004. 





研究施設 所在地 責任者 




カルガリー大学医学部 カナダ PPM Schnetkamp
澁川 義幸 
鈴木  隆 
象牙質形成細胞の生理学的研究 山之内製薬 つくば市 天貝 裕地 
澁川 義幸 顎運動関連ミラーニューロン
システムの検討 





 4. 科学研究費補助金・各種補助金 
研究代表者 研究課題 研究費 
澁川 義幸 心筋線維芽細胞のイオン輸送系機能連関 日本私立学校振興財団・長期海外研修派遣
（University of Calgary） 





   シンポジウム 
シンポジスト 年月日 講演課題 学会名 開催地 
澁川 義幸 2004. 4.12 Relationship between cortical 
motor functions and orofacial 
disease: the mirror neuron 
system and temporomandibular 
disorders 
15th World Congress of 
the International 






論      文 
 
 1. Endoh,T. : Extracellular ATP both inhibits and facilitates calcium channel currents in acutely dissociated rat nucleus 
tractus solitarius, Bull Tokyo Dent Coll 45(1), 59～63, 2004. 原著 A04-0090-1 
 
 2. Suzuki,T. : Endothelin-1-induced depolarization and hyperpolarization in submandibular ganglion neurons, Bull 
Tokyo Dent Coll 45(3), 189～192, 2004. 原著 A97-0090-2 
 
 3. Endoh,T. : Modulation of voltage-dependent calcium channels by neurotransmitters and neuropeptides in 
parasympathetic submandibular ganglion neurons, Arch Oral Biol 49(7), 539～557, 2004. 総説 A97-0090-2 
 
 4. Aoki,Y., Endoh,T., Suzuki,T. : Multiple actions of extracellular ATP and adenosine on calcium currents mediated by 
various purinoceptors in neurons of nucleus tractus solitarius, Neurosci Res 50(3), 245～255, 2004. 原著 
A04-0090-1 
 
 5. Suzuki,T., Shibukawa,Y., Kumai,T.(1), Shintani,M.(2) : Face Area of Somatosensory Cortex in Humans Identified by 
Whole Head Magnetoencephalography, Jpn J Physiol 54(2), 161～169, 2004. 原著 A84-0090-1、A02-0090-1、
HRC3A03、 脳科学研 (1)松本歯科大学,(2)脳科学研究施設 
 
 6. Shibukawa,Y., Shintani,M.(1), Kumai,T.(2), Suzuki,T., Nakamura,Y.(1) : Cortical magnetic fields in association with 
voluntary jaw movements: distribution and current source analysis, J Dent Res 83(7), 572～577, 2004. 原著 
A02-0090-1, HRC3A04 脳科学研 (1)脳科学研究施設,(2)松歯大・大学院 
 
 7. Kamaishi,H., Endoh,T., Suzuki,T. : Multiple signal pathways coupling VIP and PACAP receptors to calcium channels 
in hamster submandibular ganglion neurons, Auton Neurosci 111(1), 15～26, 2004. 原著 A97-0090-2 
 
 8. Endoh,T. : Characterization of modulatory effects of postsynaptic metabotropic glutamate receptors on calcium 
currents in rat nucleus tractus solitarius, Brain Res 1024(1-2), 212～224, 2004. 原著 A04-0090-1 
 
 9. Kang,K.(1), Shibukawa,Y., Szerencsei,R.(1), Schnetkamp,P.(1) : Substitution of a single residue, Asp575, renders the 
NCKX2 K+-dependent Na+/Ca2+ exchanger independent of K+, J Biol Chem 280(8), 6834～6839, 2005. 原著 




1. Shibukawa,Y., Ishikawa,T.(1), Zhang,Z.(2), Jiang,T.(2), Shintani,M.(3), Shimono,M.(4), Kumai,T.(5), Kato,Y.(6), Suzuki,T., 
Kato,M.(6), Nakamura,Y.(3) : Relationship between cortical motor functions and orofacial disease: the mirror 
neuron system and temporomandibular disorders, Int Congr Ser 1270, 117～120, 2004.(15th World Congress of the 
International Society for Brain Electromagnetic Topography, Urayasu) A02-0090-1、HRC3A04 脳科学研 (1)保存 III,(2)北京
大,(3)脳科学研究施設,(4)病理,(5)松歯大院,(6)慶大・医・精神神経 
 
 2. Matsuura,N.(1), Shibukawa,Y., Ichinohe,T.(1), Suzuki,T., Kaneko,Y.(1) : Ketamine inhibits pain-SEFs following CO2 
laser stimulation on trigeminally inverted skin region: a magnetoencephalographic study, Int Congr Ser 1270,  
121～125, 2004.(15th World Congress of the International Society for Brain Electromagnetic Topography, Urayasu) 
A02-0090-1 脳科学研 (1)歯麻 
  
  
 3. Sekine,H.(1), Arataki,T.(1), Shimamura,I.(1), Kishi,M.(1), Shibukawa,Y., Suzuki,T., Mochizuki,K.(2) : The activities of the 
central nervous system concerned with the recognition of periodontal tactaile sensation: Recording of SEFs 
following periodontal tactile stimulation and identification of the ECD in the postcentral gyrus in humans, Int 
Congr Ser 1270, 333～336, 2004.(15th World Congress of the International Society for Brain Electromagnetic Topography, 




 1. 遠藤隆行, 鈴木 隆 : ラット脳幹孤束核細胞カルシウムチャネルに対する代謝型グルタミン酸の作用, Jpn J Physiol 
54(Suppl), S301, 2004.(第 81 回日本生理学会大会, 札幌市) A04-0090-1 
 
 2. Endoh,T., Suzuki,T. : Effects of metabotropic glutamate on calcium currents in rat nucleus tractus solitarius, Society 
for Neuroscience Abstract, #951,13, 2004.(34th Society for Neuroscience annual meeting, San Diego, California, USA) 
A04-0090-1 
 
 3. 遠藤隆行, 鈴木 隆 : ラット脳幹孤束核細胞電位依存性カルシウムチャネルに対する代謝型グルタミン酸のイノシ
トール 3 リン酸・蛋白キナーゼ C 依存性促進作用, 歯科学報 104(3), 344, 2004.(第 277 回東京歯科大学学会例会, 
千葉市) A04-0090-1 
 
 4. Endoh,T., Suzuki,T. : Extracellular ATP-induced modulation mediated by purinoceptors on calcium currents in rat 
nucleus tractus solitarius, 4th Forum of European Neuroscience Abstract, A117.7, 2005.(4th Forum of European 
Neuroscience, Lisbon, Portugal) A04-0090-1 
 
 5. 遠藤隆行, 鈴木 隆 : ラット脳幹孤束核細胞電位依存性カルシウムチャネルに対するアンギオテンシン II の    
ホスフォリパーゼ C およびホスフォイノシチド 3 キナーゼ非依存性促進作用, 歯科学報 104(5), 522, 2005.   
(第 278 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A04-0090-1 
 
 





教  授 木崎 治俊 細胞死の分子機構（Ａ90-0120-1） 
唾液腺オステオポンチンの組織構築および唾液腺における機能解析 
（Ａ02-0120-1） 
助 教 授 冨田友美子 老齢及び肥満における脂質代謝（Ａ88-0120-1） 
歯牙硬組織および唾液，唾液腺の脂質の生理的意義（Ａ89-0120-1） 
 佐藤  裕 口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ95-0120-1） 
助  手 山本 康人 口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ95-0120-1） 
S. mutans糖代謝系の鍵酵素であるピルビン酸ギ酸リアーゼ（PFL）の遺伝子ク
ローニングとその発現調節機構の解析（Ａ95-0120-2） 
 太田 一正 細胞死の分子機構（Ａ90-0120-1） 
唾液腺オステオポンチンの組織構築および唾液腺における機能解析 
（Ａ02-0120-1） 
大学院生 柴山 和子 口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ95-0120-1） 
 鏡  明祥 S. mutansのグリコーゲンホスホリラーゼの遺伝子解析 






   AMP活性化プロテインキナーゼ（AMPK）活性化剤AICARによる胸腺細胞アポトーシスの回避では，リン酸
化Aktの変化が見られず，その上流のPI3Kの阻害剤によっても影響を受けなかったことから，アポトーシ
ス回避は生存シグナル系の活性化によるものではないと考えられた．AICARは細胞内に移行してリン酸化さ












  2）口腔レンサ球菌のプラーク定着機構の分子遺伝学的解析（Ａ95-0120-1） 








株特異的であることが分かった． S. macacae はサルより分離されたミュータンスレンサ球菌であり，S. 
mutansのGbpCタンパクと相同タンパクを持っており，S.mutans同様にグルカン依存性凝集に関与すること
が示された． 
Oral Microbiol Immunol 19(1), 57～60, 2004． 
J Dent Res 83(7), 534～539, 2004. 
 










  4）唾液腺オステオポンチンの組織構築および唾液腺における機能解析（Ａ02-0120-1） 








研究施設 所在地 責任者 











研究代表者 研究課題 研究費 
木崎 治俊 AMP 活性化キナーゼによるＴリンパ球の
アポトーシスの回避・起動の制御機構 
科学研究費・基盤（Ｃ） 
佐藤  裕 S. mutans の新奇なグルカン結合蛋白質発現
調節機構の解明 
科学研究費・基盤（Ｃ） 
佐藤  裕 Streptococcus macacae（サルミュータンス菌）
はヒト口腔に存在しうるだろうか？ 
口腔科学研究センター 
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論      文 
 
 1. Sato,Y., Okamoto-Shibayama,K., Kagami,A., Yamamoto,Y., Ohta,K., Igarashi,T.(1), Kizaki,H. : Application of in 
vitro mutagenesis to identify the responsible gene for cold agglutination phenotype of Streptococcus mutans, 
Microbiol Immunol 48(6), 449～456, 2004. 原著 A95-0120-1, HRC5A12, 科学研究費・基盤(C), 日本ワックスマン財団
学術助成奨励金 分子生研 (1)昭和大・歯・口腔微生物 
 
 2. Sato,Y., Okamoto-Shibayama,K., Kagami,A., Yamamoto,Y., Igarashi,T.(1), Kizaki,H. : Streptococcus mutans strains 
harboring collagen-binding adhesin, J Dent Res 83(7), 534～539, 2004. 原著 A95-0120-1, HRC5A12, 科学研究費・
基盤(C), 日本ワックスマン財団学術助成奨励金 分子生研 (1)昭和大・歯・口腔微生物 
 
3. Matsuzaka,K.(1), Ohta,K., Takahashi,K.(2), Miyake,N.(3), Hattori,M.(4), Muramatsu,T.(5), Satou,T.(6), Oda,Y.(4), 
Shimono,M.(5), Ishikawa,T.(2) : Effect of a diode laser on cell proliferation, alkaline phosphatase activity, and 
ostepontine mRNA expression in proliferating and in differentiating osteoblastic cells, Biomed Res 25(4), 165～
170, 2004. 原著 HRC5A03 細形研,分子生研,細生研,生素研 実動施設 (1)臨検査,(2)保存 III,(3)水病・補綴科,(4)理工,  
(5)病理,(6)補綴 II 
 
 4. Muramatsu,T.(1), Hamano,H.(1), Ogami,K.(2), Ohta,K., Inoue,T.(3), Shimono,M.(1) : Reduction of connexin43 expression 
in aged human dental pulp, Int Endod J 37(12), 814～818, 2004. 原著 分子生研 (1)病理,(2)補綴 I,(3)臨検査 
 
 5. Muramatsu,T.(1), Shima,K.(1), Ohta,K., Kizaki,H., Ro,Y.(2), Kohno,Y.(3), Abiko,Y.(4), Shimono,M.(1) : Inhibition of 
osteopontin expression and function in oral cancer cell lines by antisense oligonucleotides, Cancer Lett 217(1), 




 1. Sato,Y. : A Novel 120kD Wall-Anchored Protein Produced by Oral Streptococcus mutans, The Waksman 
Foundation of Japan Inc. Report of Researches in 2003, 13～28, 2004. A95-0120-1, 日本ワックスマン財団学術    
奨励金 分子生研 
 
 2. 佐藤 裕, 岡本-柴山和子, 鏡 明祥, 山本康人, 五十嵐武(1), 木崎治俊 : コラーゲン結合アドヘシンを保有する  
S. mutans 株(二次出版), 歯科学報 105(1), 61～67, 2005. A95-0120-1, HRC5A12, 科学研究費・基盤(C), 日本ワック
スマン財団学術奨励金, 二次出版 分子生研 (1)昭和大・歯・口腔微生 
 
 3. 佐藤 裕 : S. mutans gbpC 遺伝子の GcrR 蛋白による発現調節機構, 平成 13-16 年度科学研究費補助金基盤  




 1. 石原和幸(1), 矢崎有里子(2), 宮地弘治(1), 君塚隆太(1), 山中あゆみ(1), 本間聖進(1), 佐藤 裕, 高橋潤一(2) : 唾液
中抗体による生体制御機構―歯周病原性細菌に対する防御性 sIgA 抗体の誘導―, 平成 15 年度東京歯科  
大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 43～44, 2004.(平成 15 年度東京歯科大学口腔
科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A01 細形研,分子生研,細生研,生素研 実動施設 (1)微生物,(2)保存 II 
 
   
2. 石川達也(1), 下野正基(2), 小田 豊(3), 佐藤 亨(4), 村松 敬(2), 松坂賢一(5), 三宅菜穂子(4), 服部雅之(3),        
高橋 賢(1), 太田一正 : 唾液腺房細胞の活性化の機序におよぼすレーザーの影響, 平成 15 年度東京歯科  
大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 45～46, 2004.(平成 15 年度東京歯科大学    
口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A03 細形研,分子生研,細生研,生素研 実動施設 (1)保存 III,(2)病理, 
     (3)理工, (4)補綴 II, (5)臨検査 
 
 3. 橋本貞充(1), 村松 敬(1), 嶋 香織(1), 松木美和子(1), 太田一正, 下野正基(1), 村上政隆(2), 杉谷博士(3) : 唾液腺
－水と蛋白分泌の協調機構・形態/機能/遺伝子発現からの3 次元的アプローチ, 平成15年度東京歯科大学口
腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 51～53, 2004.(平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研
究センターワークショップ, 千葉市) HRC5A06 細形研,分子生研,細生研 (1)病理,(2)自然科学研究機構,(3)日大・松戸歯・  
生理 
 
 4. 太田一正, 村松 敬(1), 木崎治俊 : 唾液腺オステオポンチンの組織構築および唾液腺における機能解析, 平成
15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 58～59, 2004.(平成 15 年度
東京歯科大学口腔科学研究センターワークショップ, 千葉市) A02-0120-01, HRC5A09 細形研,分子生研 実動施設 (1)病理 
 
 5. 佐藤 裕, 岡本-柴山和子, 鏡明祥, 山本康人 : Streptococcus macacae (サルミュータンス菌)はヒト口腔に存在しう
るだろうか?, 平成 15 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 66～67, 
2004.(平成 15 年度東京歯科大学口腔科学センターワークショップ, 千葉市) A95-0120-1, HRC5A12 分子生研 
 
 6. Tomita,Y., Miyake,N.(1), Ishikawa,H.(2) : Phospholipid profile in rat salivary glands, 95th AOCS Annual Meeting & 
Expo Abstracts, 97, 2004.(95th AOCS Annual Meeting & Expo, Cincinnati, Ohio, USA) A89-0120-1 生素研 実動施設   
(1)水病・補綴科,  (2)文教大・教育 
 
 7. 鏡 明祥, 岡本-柴山和子, 山本康人, 佐藤 裕, 木崎治俊 : アルカリホスファターゼリポーター遺伝子による
Streptococcus mutans のグリコーゲンホスホリラーゼ遺伝子の発現解析, 歯科学報 104(3), 67, 2004. (第 277 回
東京歯科大学学会例会, 千葉市) A95‐0120‐1, HRC5A12 分子生研 
 
 8. 太田一正, 大越林太郎, 佐藤 裕, 木崎治俊 : AICAR によるリンパ球アポトーシスの回避機構, 痛風と核酸代謝 
28(1), 66, 2004.(第 37 回日本痛風・核酸代謝学会総会, 米子市) A90-0120-1, 科学研究費・基盤(C) 分子生研,細生研   
実動施設 
 
 9. 大越林太郎, 太田一正, 佐藤 裕, 木崎治俊 : 絶食マウスの胸腺細胞における AMP-activated protein 
kinase(AMPK)の subunit isoform の変化, 第 13 回日本アポトーシス研究会学術集会プログラム抄録集, 61, 
2004.(第 13 回日本アポトーシス研究会学術集会, 名古屋市) A90-0120-1, 科学研究費・基盤(C) 分子生研 実動施設 
 
10. 大越林太郎, 太田一正, 石川綾子, 佐藤 裕, 木崎治俊 : Tissue specific expression of AMP-activated protein 
kinase (AMPK) subunits in murine tissues, 生化学 76(8), 828, 2004.(第 77 回日本生化学会大会, 横浜市) 
A90-0120-1, 科学研究費・基盤(C) 分子生研 実動施設 
 
11. 佐藤 裕, 岡本-柴山和子, 鏡 明祥, 山本康人, 木崎治俊 : Strain-specificity of the cnm gene in Streptococcus




   
12. 太田一正, 大越林太郎, 若林麻衣子, 石川綾子, 木崎治俊 : Mechanism of evading the etoposide-induced 
apoptosis by AMP-activated protein kinase activator, AICAR and phorbol ester in mouse thymocytes, 生化学 
76(8), 1080, 2004.(第 77 回日本生化学会大会, 横浜市) A90-0120-1, 科学研究費・基盤(C) 分子生研,細生研 実動施設 
 
13. 鏡 明祥, 岡本-柴山和子, 山本康人, 佐藤 裕, 木崎治俊 : S. mutans に存在する malR (maltose operon 
transcriptional represser) 遺伝子の機能解析, J Oral Biosci 46(5), 83, 2004.(第 46 回 歯科基礎医学会学術大会, 
広島市) A95‐0120‐1, HRC5A12, 科学研究費・基盤(C) 分子生研 
 
14. 佐々木穂高 (1), 村松 敬 (1), 太田一正, 君塚隆太 (2), 衣松高志 (3), 齋藤健介 (4), 橋本貞充 (1), 下 野
正基(1) : 出生前後におけるマウス臼歯歯乳頭の遺伝子発現の比較, J Oral Biosci 46(5), 401, 2004.(第 46 回歯科
基礎医学会学術大会, 広島市) 分子生研 実動施設 (1)病理,(2)微生物,(3)保存 II,(4)保存 I 
 
15. 大越林太郎, 太田一正, 﨑山浩司(1), 阿部伸一(1), 井出吉信(1), 木崎治俊 : マウス咬筋の発達過程における
AMP-activated protein kinase (AMPK) のアイソフォーム発現, J Oral Biosci 46(5), 417, 2004.(第 46 回歯科基礎医
学会学術大会, 広島市) A90-0120-1, 科学研究費・基盤(C) 分子生研 実動施設 (1)解剖 
 
16. 太田一正, 村松 敬(1), 大越林太郎, 下野正基(1), 木崎治俊 : lpr マウスおよび gld マウスの唾液腺でのオステオ
ポンチンの発現, J Oral Biosci 46(5), 432, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会学術大会, 広島市) A02-0120-1, HRC5A09, 
科学研究費・若手(B) 細形研,分子生研 実動施設 (1)病理 
 
17. 山本康人, 鏡 明祥, 岡本-柴山和子, 佐藤 裕, 木崎治俊 : S. mutans Z1 株から同定した cnm 遺伝子領域の   
S. mutans UA159 株ゲノム上へのマッピング, J Oral Biosci 46(5), 478, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会学術大会,   
広島市) A95‐0120‐1, HRC5A12, 科学研究費・基盤(C), 日本ワックスマン財団学術助成奨励金, 分子生研 
 
18. 冨田友美子, 三宅菜穂子(1), 石川博美(2) : ラット唾液腺の脂質プロフィール, 第 43 回日本油化学会年会講演要旨
集, 114, 2004.(第 43 回日本油化学会年会, 吹田市) A-89-0120-1 細形研,生素研 実動施設 (1)補綴 II,(2)文教大・教育 
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松戸市 杉谷 博士 
村松  敬 口腔癌特異的バイオマーカー
の開発 
ＵＣＬＡ 歯学部 アメリカ D. Wong 
村松  敬 歯牙再生に必要な因子の検索 延世大学校歯科大学 韓国 H. S. Jung 
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研究代表者 研究課題 研究費 
下野 正基 歯根膜組織における恒常性維持と Mechanical 
stress応答の分子機構 
科学研究費・基盤（Ｂ） 
下野 正基 口腔癌に対する特異的バイオマーカーの開発 科学研究費・萌芽 
橋本 貞充 Tight junctionを介した唾液蛋白･水分泌制御
と細胞内情報伝達 
科学研究費・基盤（Ｃ） 
村松  敬 細胞間結合装置構成タンパク質による唾液
分泌制御機構 
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嶋  香織 口腔扁平上皮癌の生物学的活性における
EBV感染の関与 
科学研究費・若手（Ｂ） 
村松  敬 口腔癌特異的バイオマーカーの確立 私立大学等経常費補助金 
（大学院整備重点化経費 研究科分） 
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教  授 奥田 克爾 歯周病原性細菌の研究（Ａ81-0180-2） 
助 教 授 加藤 哲男 歯周病原性細菌に対するモノクローナル抗体の作製（Ａ83-0180-1） 
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感受性に関する研究 
 宮地 弘治 Porphyromonas gingivalis Arg‐Gingipain A DNA vaccine による防御性抗体
の誘導 
 宮本  暦 Treponema denticolaの表層に存在するdentilisinのサイトカインに対する影
響の解析 
 阿部  修 口腔ケアと気道感染症予防に関する研究 




   シスタチンが免疫系に直接関わるCD4陽性T細胞にも作用し，それらの細胞からサイトカイン産生を誘導







Biol Chem 385(5), 419～422，2004. 
  2）クランベリージュースの口腔レンサ球菌への抑制作用（Ａ91-0180-1, Ａ93-0180-1, Ａ81-0180-2） 





Oral Microbiol Immunol 19(3)，150～154，2004． 
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ク(OMP)を用いて，ヒト歯肉線維芽細胞の細胞増殖に対する影響および細胞傷害性について調べた．細胞増




このPSの細胞毒性に対するヒスタチンの阻害効果を検討したところ，20μg/well で PS の作用を抑制する
ことが明らかになった． 
Eur J Med Res 9(11)，528～532，2004． 
 
  4）唾液タンパクシスタチンに対するモノクローナル抗体の作製（Ａ83-0180-1, Ａ81-0180-2） 
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内細菌学的口腔衛生評価基準-, 第 15 回日本老年歯科医学会総会・学術大会プログラム・抄録集, 53, 
2004.(第 15 回日本老年歯科医学会総会・学術大会, 鹿児島市) 分子生研,分子生研 (1)府中市民医療センター 
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with T. denticola, J Dent Res (CD-ROM) 84(Special Issue A), #0192, 2005.(83rd General Session & Exhibition of the 
IADR / AADR / CADR, Baltimore, USA) HRC5A01 分子生研 (1)長崎大 
 
29. Honma,K., Inagaki,S.(1), Ishihara,K., Okuda,K., Kuramitsu,H.K.(2), Sharma,A.(2) : Analyses of Tannerella forsythia 
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教  授 川口  充 ベンゾジアゼピン類の唾液分泌抑制に対する漢方製剤の回復効果 
（Ａ02-0210-1） 
講  師 澤木 康平 唾液分泌機構に対するベンゾジアゼピン系薬物の細胞生物学的研究 
（Ａ02-0210-7） 
 坂井 隆之 口腔扁平上皮癌細胞のサバイバルメカニズムとその克服へのRNAiの応用 
（Ａ04-0210-1） 
助  手 大久保みぎわ ラット耳下腺腺房細胞におけるアミラーゼ分泌抑制機構へのGABAA受容体の関与
（Ａ00-0210-6） 
大学院生 四宮 敬史 唾液腺の抹消型ベンゾジアゼピン受容体の細胞生物学的解析についての研究 
（Ａ03-0210-1） 
専 攻 生 大野 勝己 唾液腺における抑制調節機構の発現に関する研究（Ａ00-0210-2） 
 内田 仁志 唾液腺におけるβ３アドレナリン受容体の存在と特性に関する研究 
（Ａ02-0210-8） 
 大金  誠 唾液腺におけるGABA受容体のサブタイプと唾液分泌効果の検索 
（Ａ02-0210-6） 
 松浦 玄嗣 唾液腺の末梢型ベンゾジアゼピン受容体の細胞生物学的解析についての研究 
（Ａ03-0210-1） 





1）リアルタイム RT-PCR を用いたセリンラセマーゼmRNA の脳内分布とMK-801 による発現の増加 (MK-801 
upregulates the expression of D-amino acid oxidase mRNA in rat brain) 
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 3. Sakai,T., Banno,Y.(1), Kato,Y.(2), Nozawa,Y.(3), Kawaguchi,M. : Pepsin-digested bovine lactoferrin induces apoptotic 
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 1. 石田 甫(1)編集, 大浦 清(2)編集, 上﨑善規(3)編集, 土肥敏博(4)編集, 川口 充(a): 著分担 :歯科薬理学 第 5 版 
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教  授 小田  豊 粉末冶金の歯科応用に関する研究（Ａ81-0240-7） 
歯科用合金の電気化学的耐食性に関する研究（Ａ95-0240-1） 
歯科材料製品の物性調査と改良研究（Ａ98-0240-1） 
助 教 授 河田 英司 口腔内雰囲気における合着材，充填材の機械的諸性質について（Ａ83-0240-8）
高濃度過酸化水素による生活歯漂白の是非（Ａ02-0240-1） 
 吉成 正雄 セラミックス薄膜形成技術による金属表面改質（Ａ83-0240-7） 
Tissue Engineering用Scaffoldの生体機能化（Ａ02-0240-2） 
Tissue Engineeringによる顎骨再生（Ａ05-0240-1） 
講  師 服部 雅之 歯科鋳造用Ti-Cu合金の開発（Ａ99-0240-1） 
助  手 武本 真治 Ti系合金の口腔環境下での界面反応の解明（Ａ03-0240-1） 
大学院生 勢島  尚 Bisphosphonate を固定したハイドロキシアパタイトの破骨細胞活性化抑制
効果に関する研究（Ａ01-0240-2） 
 牛込 利彰 漂白剤の歯牙への浸透過程の究明（Ａ04-0240-1） 
 河野  敬 ファイバー補強型ポストによる残存歯質強化に関する力学的検討 
（Ａ05-0240-2） 







polyethylene fiberでは低下し，glass fiberならびにpolyaramid fiberでは増加した．また，ファイバ
ーの添加効果はglass fiber で大きな効果が認められ，polyethylene fiber では効果が認められなかった． 
Dent Mater J 23(2)，166～174, 2004. 
 
  2）歯科用合金の電気化学的耐食性に関する研究（Ａ95-0240-1） 








  3）高濃度過酸化水素による生活歯漂白の是非（Ａ02-0240-1） 









Biomed Res 24(6)，325～330，2003. 
 
  4）セラミックス薄膜形成技術による金属表面改質（Ａ83-0240-7） 
















  5）Tissue Engineering用Scaffoldの生体機能化－タンパク質固定化技術の確立－（Ａ02-0240-2） 
   (1)チタン多孔体 Scaffold：200-500 μm の孔径を有するチタン多孔体に酸素プラズマ処理を施した後
rhBMP-2を固定した．これらのチタン多孔体Scaffoldをラット大腿骨へインプラントし，Scaffold内部の
骨形成能を検討した．その結果，細胞はScaffold内部にも認められ200-500 μmの孔径は細胞の移動・侵入
に十分な孔径であることが確認された．また，rhBMP-2 を固定した Scaffold 内においては１週間で骨形成
が認められた． 
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Biomaterials 26(6), 581～587, 2005. 
Biomaterials 26(6), 1751～1760, 2005. 
J Oral Tissue Engin 2(1), 14～24, 2005. 
J Oral Tissue Engin 2(2), 66～75, 2005. 
 
  6）歯科鋳造用Ti-Cu合金の開発（Ａ99-0240-1） 
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取量は月齢 3～8 ヶ月 0.5636～0.656mg であり，これらの月齢における体重 1kg あたりでは 0.072～ 






平成15年度研究報告書, 55～63, 2004． 
 
2）咬合咀嚼機能の客観的および主観的評価に関する研究（Ａ92-0260-4） 
   成人の口腔の満足度を示す項目のうち食品受容状況を本研究の課題とした．食品受容応答スコアのパーセ






  3）歯科用素材など化学物質の安全性評価に関する研究（Ａ91-0260-1，Ａ91-0260-3） 








Dent Jpn 38, 187～194，2002． 
 










オーバーデンチャーの支台歯の臨床評価，老年歯医 17, 300～306，2003. 
オーバーデンチャーの支台歯に対するフッ化物バーニッシュの効果，老年歯医 19, 8～12，2004. 
歯根面う蝕の診断・治療・予防，医学情報社，2005. 
 
  5）フッ化物応用の総合的研究 














  6）歯科診療における環境改善に関する研究（Ａ84-0260-2） 












  7）老年者の歯科保健に関する研究（Ａ88-0260-1） 







医の有無との関連では，かかりつけの歯科医があると回答した者の 59.3％が過去 1 年間に歯科を受診して
いるのに対し，ないと回答した者では，わずか 26.8％が過去 1 年間に歯科を受診したにすぎなかった
(p<0.001)．これらのことから，高齢者においてかかりつけの歯科医を持つことが現在歯数を維持する上で
重要であることが示唆された． 
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予防指針 
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30. 山本麗子(1), 蓜島弘之(2), 尾形明美(2), 向井美惠(2), 眞木吉信, 稲本淳子(3), 白井麻理(3), 山田光彦(4), 井口 喬(3), 
高橋浩二(5), 住谷 要(6), 黒川亜紀子(7) : 精神障害者の口腔環境・機能の実態とその対応－5.精神症状評価の




31. 多田美穂子(1), 白鳥たかみ(1), 小竹瑞穂(1), 永井由美子(1), 鈴木誠子(1), 杉山節子(1), 橋本貞充(2),嶋村一郎(3),  
眞木吉信, 下野正基(2) : 歯科衛生士の日常業務に関するアンケート調査, 歯科学報 104(5), 530, 2004.    
(第 278 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) (1)東歯大・衛校,(2)病理,(3)補綴 III 
 
32. 小竹瑞穂(1), 白鳥たかみ(1), 永井由美子(1), 多田美穂子(1), 鈴木誠子(1), 杉山節子(1), 橋本貞充(2),嶋村一郎(3),  
眞木吉信, 下野正基(2) : 歯科衛生士専門学校臨床実習における行動目標(SBOs)の設定と教育効果, 歯科  
学報 104(5), 531, 2004.(第 278 回東京歯科大学学会総会, 千葉市) (1)東歯大・衛校,(2)病理,(3)補綴 III 
 
33. 中根偕夫(1), 宮島 毅(1), 大塚哲郎(1), 須山祐之 : グロー放電に及ぼす強力音波の効果, 第 37 回日本大学生産
工学部学術講演会電気電子部講演概要集, 131～134, 2004.(日本大学生産工学部第 36 回学術講演, 習志野市)  
(1)日大・生産工 
 
34. Sakurai,M., Sugihara,N., Kobayashi,Y., Matsukubo,T. : Utility of a percentile curve of the food acceptance response 
score in assessing chewing function, 6th Asian Academy of Preventive Dentistry Abstracts, 22, 2004.(6th Asian 
Academy of Preventive Dentistry, Bali, Indonesia) 
 
35. 石川博美(1), 冨田友美子(2), 山中すみへ : 日本茶と Manuka の脂質およびステロール組成の比較, 日衛誌 60(2), 
263, 2005.(第 75 回日本衛生学会総会, 新潟市) 生素研 (1)文教大・教育,(2)生化学 
 
36. 山中すみへ, 太田 薫, 野村登志夫 : ストレス指標としての唾液中コルチゾルおよび S-IgA 濃度, 日衛誌 60(2), 
290, 2005.(第 75 回日本衛生学会総会, 新潟市) 生素研 
 
37. Kim,B.(1), Kim,S.(2), Choi,B.(2), Kim,Y.(2), Han,J.(2), Ahn,C.(2), Matsukubo,T. : The relationship between unilateral 
chewing and hearing acuity for posthodontic patients, 22nd Digital Occlusion and Dentistry Abstracts, 6, 
2005.(22nd Digital Occlusion and Dentistry, Seoul, Korea) (1)Dept. of PreventiveDentistry & Public Oral Health,(2)Dept. of 
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教  授 水口  清 DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ93-0300-11） 
唾液の遺伝標識に関する研究（Ａ75-0300-2） 
講  師 花岡 洋一 硬組織からのDNA分析に関する研究（Ａ90-0300-10） 
助  手 羽賀 俊明 唾液の遺伝標識に関する研究（Ａ75-0300-2） 
 丸山  澄 DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ93-0300-11） 
大学院生 野中  育 DNAの遺伝的多型の分析と法医学的応用（Ａ93-0300-11） 













PCR 増幅産物の大きさを減じると，増幅効率は上昇したが，特に高度変性資料ではコンタミによる band が
増幅される機会が増加した．本研究結果は，法医学実際面において高度変性からのPCRによる型判定の際の
評価に重要な情報を与えうるものと考えている． 
Bull Tokyo Dent Coll 45(1), 33～46, 2004. 
 
  2）日本人におけるミトコンドリアDNA のcoding領域の多型と系統分化（Ａ93-0300-11） 
   211人の血縁関係の無い人の血液試料を用いてミトコンドリアDNAのcopntrol領域の全塩基配列に加え，






DNA多型 12, 246～248，2004. 
 
 
  3）Y染色体上の高変異座位の発見と系統分化（Ａ93-0300-11） 









DNA多型 12, 99～102, 2004. 
 
  3．学外共同研究 
学外研究施設 
担当者 研究課題 
研究施設 所在地 責任者 




新潟市 斎藤 英一 



















三鷹市 佐藤 喜宣 
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  学会・研究会主催 
主催者名 年月日 主題名 学会名 主催地 
花岡 洋一 2004.12.11 第24回法医学歯科研究会セミナー 新歯科医師会館 東京 
 
シンポジウム 
シンポジスト 年月日 講演演題 学会・研究会名 開催地 





水口  清 2004.11.30 Topics of forensic odontology in 
Japan 1 
Tokyo Dental College 
and Yonsei University 
College of Dentistry 
Mini Seminars 
千葉市 
花岡 洋一 2004.11.30 Topics of forensic odontology in 
Japan 2 
Tokyo Dental College 
and Yonsei University 





講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地 




講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地 











花岡 洋一 2004. 7.22 防災訓練参加の意義 川口市総合防災訓練 
研修会 
川口市 
花岡 洋一 2004. 8.22 身元確認訓練における実習指導 平成16年度川口市総合
防災訓練 
川口市 
花岡 洋一 2004. 8.26 大規模災害時の身元確認について4 埼玉県歯科医師会第 4 回
身元確認班研修会 
さいたま市
花岡 洋一 2004. 9. 1 災害時歯科医療救護活動における
実習指導 
東京都総合防災訓練 東京 





花岡 洋一 2004. 9.29 個人識別の最前線 調布市歯科医師会学術
講演会 
東京 
水口  清 2004. 9.27 法歯学 警察大学校・現場鑑識専科 東京 
花岡 洋一 2004.10. 2 歯科的個人識別 北海道警察歯科協力医
会研修会 
旭川市 






水口  清 
花岡 洋一 
2004.11. 4 検死訓練における実習指導 県歯・県警・大学合同 
検死訓練 
千葉市 
水口  清 2004.11. 9 死体の法医的観察・法歯学について 海上保安庁門司分校・ 
鑑識科学研修 
門司市 





花岡 洋一 2004.11.28 医事紛争の最新動向 東京歯科大学同窓会 
静岡県支部学術講演会 
静岡市 
花岡 洋一 2004.12.10 ポータブルＸ線装置の活用について 東京都大田区蒲田歯科
医師会学術講演 
東京 






講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地 
水口  清 
花岡 洋一 







花岡 洋一 2005. 3. 2 虐待の早期発見と防止2 平成16年度兵庫県警察
歯科医会学術研修会 
神戸市 





花岡 洋一 2005. 3.15 いかにして所見をとるか 東京都八南歯科医師会
日野支部学術講演会 
東京 
花岡 洋一 2005. 3.17 歯科医師の新たな役割 東京都浅草歯科医師会
警察歯科医会講習会 
東京 
水口  清 2005. 3.18 最近の法歯学の話題 目黒区歯科医師会 東京 
水口  清 
花岡 洋一 
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論      文 
 
 1. Utsuno,H., Minaguchi,K. : Influence of template DNA degaradation on the genotyping of SNPs and STR 
polymorphisms from forensic materials by PCR, Bull Tokyo Dent Coll 45(1), 33～46, 2004. 原著 学位論文     
科研費・基盤(B) A93-0300-11 分子生研 
 
 2. Kato,T.(1), Imatani,T.(1), Minaguchi,K., Ito,T.(2), Saitoh,E.(3), Okuda,K.(1) : Cystatin SA a cysteine proteinase inhibitor 
induces interferon-γ expression in CD4-positive cells, Biol Chem 385(5), 419～422, 2004. 原著 細生研     
(1)微生物,(2)保存 II,(3)日歯大・新潟歯・生化 
 
 3. Ito,T.(1), Ito,A.(1), Okuda,K.(2), Minaguchi,K., Saitoh,E.(3), Yamada,S.(1), Kato,T.(2) : Murine monoclonal antibody 
which can distinguish cystatins SA1 and SA2, Mol Immunol 42(10), 1259～1263, 2005. 原著 A83－0180－1, 
HRC5A04 分子生研,細生研 実動施設 (1)保存 II,(2)微生物,(3)日歯大・新潟歯・生化 
 
解      説 
 
 1. 花岡洋一 : 必要とされる法医(歯)学的知識, 歯科と児童虐待, 12～13, 2004. 
 
 2. 花岡洋一 : 歯科領域における児童虐待の早期発見と防止について, 歯界月報(636), 46～54, 2004. 
 





 1. 丸山 澄, 野平千鶴, 水口 清 : 共著 :DNA 多型, Vol.12, (a)ミトコンドリア DNA の coding 領域の多型と系統分化, 
246-248 頁 , 東洋書店, 東京, 2004. A93-0300-11 科研費・基盤(B) 分子生研 
 
 2. 加藤哲男(1)(a), 今谷哲也(1), 水口 清, 伊藤太一(2), 斎藤英一(3), 奥田克爾(1) : 著分担 :消化器と免疫 (a)シスタ
チンによるヒト細胞からのサイトカイン産生誘導 23～25 頁, マイライフ社, 東京, 2004. HRC5A04 分子生研,細生研 
実動施設 (1)微生物,(2)保存 II,(3)日歯大・新潟歯・生化 
 
 3. 野中 育, 水口 清 : 共著 :DNA 多型, Vol.12 (a)Y 染色体上の高変異座位 47z 99-102 頁 , 東洋書店, 東京, 




 1. 中田裕之(1), 花岡洋一, 都築民幸(2) : 50 万都市の防災訓練, 埼歯だより(515), 50～51, 2004.(平成 15 年度埼玉県 
歯科医学大会, さいたま市) (1)埼玉県歯科医師会,(2)日歯大・歯科法医学センター 
 
 2. Hanaoka,Y., Maruyama,S., Minaguchi,K. : STR and mtDNA from dental materials comtaminated through finger 
contact, IMPALMS Proceedings, 159, 2004.(The 7th Indo-Pacific Congress on Legal Medicine and Forensic Sciences, 





 1. 花岡洋一(a), 水口 清 : 鑑定書(山梨県警察本部からの鑑定嘱託 (a)死体遺棄事件における白骨ならびに物体
検査 1～15 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分析生研 
 
 2. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.1 の遺骨の DNA
鑑定 1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
 3. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.2 の遺骨の DNA
鑑定 1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
 4. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.3 の遺骨の DNA 鑑定    
1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
 5. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.4 の遺骨の DNA
鑑定 1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
 6. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.5 の遺骨の DNA 鑑定    
1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
 7. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.6 の遺骨の DNA 鑑定    
1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
 8. 水口 清: 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.7 の遺骨の DNA 鑑定    
1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
 9. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.8 の遺骨の DNA
鑑定 1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
10. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.9 の遺骨の DNA
鑑定 1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 脳科学研 分子生研 
 
11. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.10 の遺骨の
DNA 鑑定 1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
12. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 1 月依頼，No.11 の遺骨の
DNA 鑑定 1～6 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
13. 花岡洋一(a): 検査報告書(警視庁府中警察署からの検査依頼) (a)身元不明遺体における口腔内検査 1～4 頁, 
東京歯科大学法歯学講座, 2004. 
 
14. 花岡洋一(a),水口 清: 鑑定書(山梨県警察本部からの鑑定嘱託) (a)死体遺棄事件における物体検査 1～7 頁,  
東京歯科大学法歯学講座, 2004. 分析生研 
 
15. 水口 清: 鑑定書(千葉県警察本部からの鑑定嘱託) (a)男性殺人被疑事件における DNA 鑑定 1～8 頁, 東京歯科
大学法歯学講座, 2004. 分子生研 
 
16. 花岡洋一(a): 検査報告書 (a)身元不明遺体の個人識別に関する諸検査 1～3 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 
2004. 
 
17. 水口 清: 鑑定書(千葉県警察本部からの鑑定嘱託) (a)窃盗被疑事件における画像鑑定 1～27 頁, 東京歯科大
学法歯学講座, 2004. 保情研 
 
18. 水口 清: 鑑定書(岐阜県可児警察署からの鑑定嘱託) (a)強盗未遂遺棄事件における画像鑑定 1～40 頁, 東京
歯科大学法歯学講座, 2004. 保情研 
 
19. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.1 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
20. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.2 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
21. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.3 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
22. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.4 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
23. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.5 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
24. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.6 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
25. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.7 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
26. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.8 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
27. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.9 の遺骨の DNA
鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
28. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.10 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
29. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.11 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
30. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.12 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
31. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.13 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
32. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.14 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
33. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.15 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
34. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.16 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
35. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.17 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
36. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.18 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
37. 水口 清,丸山 澄 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.19 の遺骨の
DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
38. 水口 清, 丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.20
の遺骨の DNA 鑑定 31～46 頁, 東京歯科大学法歯学講座, 2005. 分子生研 
 
39. 水口 清, 丸山 澄, 花岡洋一 : 戦没者遺骨の鑑定(厚生労働省からの鑑定嘱託) (a)平成 16 年 8 月依頼，No.21




 1. 水口 清, 花岡洋一, 羽賀俊明, 丸山 澄, 野中 育, 宇都野 創, 野平千鶴 : DNA 多型を用いた法歯学的個人
識別における実用度の高い検査法の開発と精度の向上, 科研費研究成果報告書, 1～191, 2004. 科研費・基盤
(B) A93-0300-11 分子生研 
 
 2. 花岡洋一 : 歯科補綴物を DNA 源とした新しい個人識別法の開発, 科研費研究成果報告書, 1～68, 2004.     




 1. 水口 清, 丸山 澄, 野中 育 : 鑑定例から見た対象者の地理的起源と表現型(人種)の推定について, 日法医誌 
58(1), 94, 2004.(第 88 次日本法医学会総会, 旭川) 科研費・基盤(B) A93-1300-11 分子生研 
 
 2. 花岡洋一, 丸山 澄, 水口 清 : 大規模防災訓練における身元確認訓練について, 日法医誌 58(1), 71, 2004. 
(第 88 次日本法医学会総会, 旭川市) 
 
 3. 大熊一豊(1), 花岡洋一 : 剖検後の個人識別における一考察, 法医学歯科研究会 23, 2, 2004.(第 23 回法医学歯科
研究会セミナー, 旭川市) (1)北医大・歯・保存一 
 
 4. 中田裕之(1), 花岡洋一, 都築民幸(2) : 50 万都市の防災訓練, 埼歯だより 515, 50～51, 2004.(平成 15 年度埼玉県  
歯科医学大会, さいたま市) (1)埼玉県,(2)日歯大・歯科法医学センター 
 
 5. 丸山 澄, 水口 清 : Coding 領域の情報を含めた日本人におけるミトコンドリア DNA 多型の個人的変異, 歯科学報 
104(3), 101, 2004.(第 277 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) A93-0300-11 分子生研 
 
 6. 水口 清, 丸山 澄, 野中 育 : 日韓犯罪人引き渡し条約適用第 1 号事例―DNA cnotamination に対する対応―, 
歯科学報 104(3), 376, 2004.(第 277 回東京歯科大学学会例会, 千葉市) 分子生研 
 
 7. 水口 清 : 「唾液検査から何がわかるか」―法歯学における唾液検査, 日歯会誌 57(4), 344, 2004.(第 20 回日本  
歯科医学会総会, 横浜市) A75-0300-2 シンポジウム 分子生研 
 
 8. 中田裕之(1), 花岡洋一, 都築民幸(2) : 50 万都市の防災訓練, 警察歯科医会全国大会 3, 25, 2004.(第 3 回警察   
歯科医会全国大会, 松山市) (1)埼玉県,(2)日歯大・歯科法医学センター 
 
9. 貝塚雅信(1), 塚越武利(1), 近藤勝洪(1), 兵藤英昭(1), 内山文博(1), 渡邉洋夫(1), 齊籐英一(1), 水口 清, 都築民幸(2), 
小室歳信(3), 花岡洋一, 山田良広(4) : 東京都における身元確認に関する歯科医師研修会について, 警察歯科
医会全国大会 3, 27, 2004.(第 3 回警察歯科医会全国大会, 松山市) (1)東京都,(2)日歯大・歯科法医学センター,(3)日大・
歯・法医,(4)神歯大・歯・法医 
 
10. 丸山 澄, 水口 清 : 日本人に存在するミトコンドリア DNA 多型の系統, 歯基礎医会誌 46(5), 184, 2004.(第 46 回
歯科基礎医学会総会, 広島市) A93-0300-11 分子生研 
 
11. 斎藤英一(1), 伊勢村知子(2), 千葉 晃(3), 加藤哲男(4), 高橋尚子(4), 水口 清, 奥田克爾(4) : 食用魚類レクチンの 
口腔保健への活用に関する基礎研究, J Oral Biosci 46(5), 484, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会学術大会ならびに  
総会, 広島市) 分子生研 (1)日歯大・新潟歯・生化,(2)日歯大・新潟短大,(3)日歯大・新潟歯・生物,(4)微生物 
 
12. 花岡洋一, 都築民幸(1), 安田 守(2), 吉田昌記(3), 水口 清 : 大規模災害時の個人識別におけるデジタル機器の
有用性(3)-新たな口腔内画像撮影装置-, J Oral Biosci 46(5), 492, 2004.(第 46 回歯科基礎医学会学術大会ならびに
総会, 広島市) A-03-0300-14 (1)日歯大・歯科法医学センター,(2)（株）ミツトヨ川崎研究開発センター,(3)杏林大・医・法医学 
 
13. 花岡洋一 : 歯科矯正治療におけるインフォームドコンセントとリスクマネージメント, BSC 学術大会(22), 12～13, 
2004.(第 22 回 BSC 学術大会, 東京) 特別講演 
 
14. 斎藤英一(1), 伊勢村知子(2), 真田一男(3), 加藤哲男(4), 水口 清, 奥田克爾(4) : ヒト唾液シスタチンの紹介,      
第 18 回唾液腺談話会抄録集, 6, 2004.(第 18 回唾液腺談話会、第 46 回歯科基礎医学会学術大会若手サテライトシンポ
ジウム, 広島市) 分子生研,細生研 (1)日歯大・新潟歯・生化,(2)日歯大・新潟短大,(3)日歯大・歯・生化,(4)微生物 
 
15. 吉田昌記(1), 都築民幸(2), 花岡洋一, 梶原正弘(1), 上野麻夫(1), 高木徹也(1), 椋木 礼(1), 安田 守(3), 渡邉知明(3), 
水口 清, 佐藤喜宣(1) : 歯科用小型スキャナーによる口腔内所見の採取-歯科的個人識別への有用性- , 鑑識
科学 9(別冊), 13, 2004.(第 10 回日本鑑識科学技術学会, 東京) A-03-0300-14 (1)杏林大・医・法医学,(2)日歯大・歯科 
法医学センター,(3)（株）ミツトヨ川崎研究開発センター 
 
16. 上野麻夫(1), 花岡洋一, 都築民幸(2), 梶原正弘(1), 吉田昌記(1), 水口 清, 佐藤喜宣(1) : 新型ディジタル X 線セン
サーの歯科法医学領域への応用, 第 73 回日本法医学会関東地方会要旨集, 41, 2004.(第 73 回日本法医学会  
関東地方会, 東京) A-03-0300-14 (1)杏林大・医・法医学,(2)日歯大・歯科法医学センター 
 
17. 水口 清, 丸山 澄 : ミトコンドリア DNA 多型の長さのヘテロプラスミーによる違いを示した毛髪の鑑定 2 例,     
第 73 回日本法医学会関東地方会講演要旨集, 42, 2004.(第 73 回日本法医学会関東地方会, 東京) 科研費・基盤(B) 
A93-0300-1 分子生研 
 
18. 野平千鶴, 丸山 澄, 水口 清 : 日本人およびマレー人のミトコンドリア DNA 多型, 日本 DNA 多型学会第 13 回 
学術集会抄録集, 112, 2004.(日本 DNA 多型学会第 13 回学術集会, 横浜市) A93-0300-11 分子生研 
 
19. 丸山 澄, 水口 清 : 日本人におけるmtDNA多型系統の枝葉, 日本DNA多型学会第13回学術集会抄録集, 113, 
2004.(日本 DNA 多型学会第 13 回学術集会, 横浜市) A93-0300-11 分子生研 
 
20. 見明康雄(1), 栁澤孝彰(1), 片倉 朗(2), 水口 清, 内山健志(3) : 唾液による歯牙硬組織石灰化度の恒常性維持の 
解明, 平成 16 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 34～35, 
2005.(平成 16 年度東京歯科大学口腔科学研究センターワークショッププログラムおよび抄録集, 千葉市) HRC5A11 保情研 
(1)超微構造,(2)口外 I,(3)口外 II 
 
21. 大熊一豊(1), 花岡洋一, 斎藤隆史(2), 森 真里(1) : 剖検後の個人識別事例における一考察, 東日本歯学会    
第 23 回学術大会定例講演会抄録集, 2005.(東日本歯学会第 23 回学術大会定例講演会, 札幌市) (1)北医大・歯・   
保存 1,(2)北医大・歯・保存 2 
 
22. 花岡洋一, 江澤英史(1), 神立 進(1) : Ai の有用性について ―法歯学からの一考察―, オートプシー・イメージング









教  授 石井 拓男 高齢者の口腔保健の維持増進に関する研究（Ａ03-0310-9） 


















高齢者の口腔保健の維持増進に関する研究 研究報告書 1～236, 2005． 
 





















和洋女子大学家政学部 市川市 小林 修平 





吹田市 雫石 聰 












東京 奈良 信雄 
石井 拓男 要介護高齢者に対する投薬内
容の変動に関する研究 




和洋女子大学家政学部 市川市 小林 修平 
 
 4．科学研究費補助金・各種補助金 
研究代表者 研究課題 研究費 
石井 拓男 高齢者の口腔保健の維持増進に関する研究 厚生労働科学研究費・長寿科学総合研究事業
 
 5．研究活動の特記すべき事項 
  シンポジウム企画 
コーディネーター 年月日 主題名 学会名 開催地 
石井 拓男 2004. 9.19 まちづくり、福祉そして地域
保健における住民参加 
第53回日本口腔衛生学会・総会 盛岡市 
   
シンポジウム 
シンポジスト 年月日 講演演題 学会・研究会名 開催地 
石井 拓男 2004. 5.22 8020運動の意味と問題点 第111回日本補綴歯科学会
学術大会 
東京 








講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地 










石井 拓男 2004.11.18 歯科界の将来展望 千葉県歯科医師会事業
検討臨時委員会 
千葉市 
石井 拓男 2004.12. 5 8020運動の経過とこれからの課題 「第４回フォーラム 8020」 
健康増進法と8020 
仙台市 







講演者 年月日 演 題 学会・研究会名 開催地 





石井 拓男 2004. 7.15 東歯保険関係懇談会 東京歯科大学同窓会 
東京地域支部連合会  
東京 
石井 拓男 2004. 7.30 平成16年度歯科医師臨床研修 
指導医講習会について 
熊本県歯科医師会 熊本市 















石井 拓男 2004.12.11 歯科衛生士の今後の展望 佐賀県歯科衛生士会 
創立30周年記念 
佐賀市 
石井 拓男 2004.12.12 医療面接 スタディーグループ 
「歯遊会」 
飯塚市 
石井 拓男 2005. 2.26 これからの歯科医師像 静岡県歯科医師会 静岡市 
  教育ワークショップ等 
氏 名 年月日 ワークショップ名 役 割 開催地 


























石井 拓男 2004. 7.23 平成16年度教育ワークショップ 顧問 千葉市 














































   共用試験等 
氏 名 年月日 種 別 役 割 開催地 
岡田 眞人 2005. 2. 9 平成16年度第4学年CBT 監督係 千葉市 
石井 拓男 2005. 2.27 平成16年度第4学年OSCE 顧問 千葉市 
岡田 眞人 2005. 3. 8 平成16年度第4学年CBT再試 監督係 千葉市 
 
論      文 
 
 1. 高橋義一, 松木一美(1), 久保秀二(1), 村松 淳(2) : 事業所内設置歯科相談室における口腔保健活動による歯周 
組織と口腔保健意識の変化, 産業衛誌 46(4), 115～116, 2004. 臨床 (1)雪印・人事・労務・健推グループ,(2)水病・
麻酔科 
 
 2. 笹井啓史(1), 岡田眞人, 山田善裕(2), 佐藤春海, 大川由一(3), 高橋義一, 村居正雄, 宮武光吉(4), 石井拓男 : 
歯科医療機関と歯科医療費の地域差について－第 3 報 都道府県別にみた 1 歯科医療機関あたり歯科医療費
と 1 人あたり歯科医療費との関係－, 日歯医療管理会誌 39(4), 344～351, 2005. 原著 (1)日大・松戸歯・総合   
口医,(2)江東区保健所,(3)千葉衛短・歯衛,(4)鶴見大・歯 
 
 3. 平田幸夫(1), 岡田眞人, 尾崎哲則(2), 石井拓男 : 歯科医学教育における「医の原則,歯科医師としての基本的 





 1. 石井拓男(a): 著分担 :歯医者さんと患者さんの思いをつなぐ本 (a)診療科目にどんな意味がありますか 142～145
頁, (株)ヒョーロン, 東京, 2004. 
 
 2. 石井拓男(a): 著分担 :メディカル・インタビュー 医療面接 求められる言葉の医療行為 (a)メディカル・インタビュー
の３つの柱 100～107 頁, (株)デンタルダイヤモンド社, 東京, 2004. 
 
 3. 瀧口 徹(1)(a) 著, 石井拓男(a), 宮武光吉(2)(b), 石井拓男(b), 石井拓男(c), 岡田眞人(d) 編著: 著分担 :    
スタンダード社会歯科学 (a)歯科医療関係法規 52～77 頁,(b)医事紛争 78～81 頁,(c)歯科医療の需要と供給 
82～105 頁,(d)歯科医療管理 106～129 頁, 学建書院, 東京, 2005. (1)東医歯大・大学院・医歯学,(2)鶴見大・歯・  
客員 
 
 4. 興地隆史(1)(a), 石井拓男(a),岡田眞人(b): 著分担 :新社会歯科学 (a)医療安全 46～69 頁,(b)歯科診療所の管理 




 1. 石井拓男, 岡田眞人, 村居正雄, 高橋義一, 佐藤春海, 大川由一 : 歯科診療所と医科診療所との比較－その 2, 
日歯評論 64(4), 125～130, 2004. 
 
 2. 石井拓男 : 医学・医療・看護・福祉等の動きも見据えた情報提供が必要, 新聞クイント, 8, 2004. 
 
 3. 石井拓男, 岡田眞人, 村居正雄, 高橋義一, 佐藤春海, 大川由一 : 歯科医療機関の種別にみた医療費の動向
－その 1, 日歯評論 64(5), 111～116, 2004. 
 
 4. 石井拓男 : <巻頭言>歯科医療のコミュニケーションとその教育, 日保健医療行動会報 19, 1～11, 2004. 
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